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第２次佐世保市環境教育等推進行動計画の概要 

１．計画策定までの経緯                               

1997（平成９）年 

「佐世保市環境基本計画」を策定 

総合的かつ計画的な環境保全に関する施策を推進 

2001（平成 13）年 

「佐世保市環境教育・環境学習計画」を策定 

本市における環境教育・環境学習を体系的に推進するための指針。 

環境に対する豊かな感受性や見識を持つ市民の育成を図る。 

2005（平成 17）年 

「佐世保市環境基本条例」を制定 

「佐世保市環境基本計画」、「佐世保市環境教育・環境学習計画」の改定 

2014（平成 26）年 

「佐世保市環境教育等推進行動計画」へ改定 

改正された環境教育等促進法に基づき、さまざまな主体の自発的な活動を支援し、そ

の基盤となる環境教育等の推進に向けた基本方針を国が示したことから、これらの内容

を踏まえながら本市の地域特性に応じた独自の計画とする。 

2018（平成 30）年 

「佐世保市環境基本計画」の改定 

2019（平成 31）年 

「第２次佐世保市環境教育等推進行動計画」の策定 

前回の改定から５年が経過し、現行計画の計画期間の満了を迎えること、佐世保市環

境基本計画の改定や国の基本方針が変更されたことから、これらの内容を踏まえながら

策定。 

 

 

２．計画の目的等 ⇒ P.2～                             

(1) 計画の目的 

 環境教育等促進法に基づく佐世保市の「行動計画」 

 ｢環境市民｣を育成し、佐世保市環境基本計画に掲げる望ましい環境像「自然と共に生き

るまち させぼ」を未来の子どもたちに受け継いでいくための部門別計画としても位

置付ける。 

 

(2) 計画の期間 

 令和元年度 ～ 令和４年度（４年間） 

※ 佐世保市環境基本計画の中間見直し時期に合わせる 
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３．前計画の取り組みと課題 ⇒ P.8～                        

(1) 前計画の取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 前計画の課題 

 講座等の事前準備や講師の人手不足 

 現在、関わりが少ない大学生などの若者世代が参加できるような仕組みづくり。 

 積極的に情報発信し、地域の現状についての理解を深めることが必要。 

 独自に活動を行っている団体とのネットワークづくりや、活動支援、協働、連携して

環境保全活動に取り組める仕組みづくりが重要。 
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４．本計画の目指すべき姿 ⇒ P.14～                         

 前計画の取り組みを基本的に踏襲しつつ、国や県の動向、佐世保ならではの取り組み

を踏まえながら、 

佐世保市環境基本計画の重点プロジェクト（SASEBO〝e〝PROJECT）の「環境教育の

推進」を中心に総合的な環境教育を推進し、環境市民を育成する。 
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５．具体的な施策展開 ⇒ P.23～                          

 

(1) 前計画の課題の解決 

 人手不足 

⇒ 人材や、環境保全活動を行っている市民団体等が活動・活躍できる場や機会を提供。 

 若者世代の参加 

⇒ 大学等との連携 

 情報発信、ネットワークづくり 

⇒ 拠点機能（させぼエコプラザ）の充実 

 

(2) 新たな取り組み 

 地域資源を活用した環境教育の展開 

⇒ 本市ならではの九十九島の自然豊かなフィールドを活用した自然体験会の開催。 

 行政も一事業者として率先して行動 

⇒ 職員向けの環境教育（自然観察会など） 

 

 

 

 

 

 

(1) 環境教育プログラムの実施（P.23～） 

① 年代やテーマに応じた環境関連講座等の開催 

 

(2) 地域における環境教育の充実（P.27～） 

① 市民や市民団体、事業者等に対し講師の派遣 

② 地域資源（人材や自然環境など）を活用した環境教育の展開 

③ 実践活動の機会創出、環境保全活動支援 

④ 拠点機能の充実 

 

(3) 学校等における環境教育の充実（P.34～） 

① 発達段階に応じた環境教育の実施 

 

 

 

 

 

 

具体的な施策 
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６．総合指標、活動指標 ⇒ P.15、P.23～                       

(1) 総合指標 

No. 指標名 単位 
2017 年度 

(H29) 
現況値 

2019 年度 
(R 元) 
目標値 

2020 年度 
(R2) 

目標値 

2021 年度 
(R3) 

目標値 

2022 年度 
(R4) 

目標値 

1 
エコライフ 
実践度 

% 72.1 73.0 以上 73.0 以上 73.0 以上 73.0 以上 

 

(2) 活動指標 

No. 指標名 単位 
2017 年度 

(H29) 
現況値 

2019 年度 
(R 元) 
目標値 

2020 年度 
(R2) 

目標値 

2021 年度 
(R3) 

目標値 

2022 年度 
(R4) 

目標値 

1 
環境関連講座等の 
実施回数 

回 101 105 107 109 110 

2 
環境関連講座等の 
参加者数 

人 4,320 4,484 4,566 4,648 4,730 

3 講師等の派遣回数 回 56 66 71 76 80 

4 
環境アドバイザー 
登録人数 

人 6 8 9 10 12 

5 
環境保全団体等 
登録数 

団体 4 6 7 8 10 

6 
自然体験会等の 
実施回数 

回 25 
現況値 
より増 

現況値 
より増 

現況値 
より増 

現況値 
より増 

7 
自然体験会等の 
参加者数 

人 517 
現況値 
より増 

現況値 
より増 

現況値 
より増 

現況値 
より増 

8 
環境美化活動等への 
参加者数 

人 49,352 49,612 49,742 49,872 50,000 

9 
環境保全団体等の 
活動への参加者数 

人 1,018 1,410 1,606 1,802 2,000 

10 
環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 
ｼｽﾃﾑ取得事業所数 

事業所 74 78 80 82 84 

11 
e 宣言@サセボ 
認定団体数 

団体 21 25 27 29 30 

12 
させぼエコプラザの 
情報発信回数 

回 81 89 93 97 100 

13 
させぼエコプラザの 
利用者数 

人 8,347 9,500 10,000 10,500 11,000 

14 
学校等に対する 
支援校数 

校 13 16 17 19 20 

15 
学校等に対する 
支援回数 

回 37 42 45 47 50 

16 
学校版環境 ISO 
認定校数 

校 19 25 29 32 35 

 


